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５ S 活 動 で 病 院 環 境 の 改 革

2024年にＪＩＣＡ海外協力隊としてフィジーの国立病院
であるシンガトカ病院に派遣され1年と半年が経過し
ました。その病院内で私は５Ｓ活動を利用した病院環
境改善のボランティア活動を行っています。
5S活動とは、職場の環境改善と業務効率向上を目的
とした、日本発祥の改善活動です。5つのSはそれぞ
れ日本語の頭文字を取っています：
整理（Seiri）：必要なものと不要なものを区別し、不要
なものを捨てる
整頓（Seiton）：必要なものを使いやすく配置し、すぐ
に取り出せるようにする
清掃（Seiso）：常にきれいな職場環境を保つ
清潔（Seiketsu）：整理・整頓・清掃の状態を維持する
躾（Shitsuke）：ルールを守り、習慣化する
5Sを徹底することで、ムダが減り、業務の効率化と安
全性が向上し、製品やサービスの質も向上します。現
在では製造業だけでなく、医療やサービス業でも広く
活用されています。

作成し院内に掲示している5S活動啓発ポスター

病院職員と一緒に5S活動

実際の活動としては、5S活動の導入、導入された部署での適切な運用と維持状況の監査、毎月各部署（現在5部
署）の監査報告書の作成、そして全病院職員への5Sミニ勉強会の開催などを行っています。

実 際 の 活 動

また、職員のモチベーション向上のために、否定
的な点には過度に注目せず、自主的に5S活動を
導入した部署や職員には積極的に称賛の声をか
けるよう心掛けています。やはり、ダメな点を指摘
するよりも、よくできた点を積極的に認めてあげる
方が、職員の成長ややる気につながると考えて
います。
価値観、文化、職場構造の違いから、活動が必
ずしもスムーズに進むわけではありませんが、そ
のような状況の中でも5S活動の重要性を根気強
く訴え続けることで、少しずつ病院環境や職員の
5S活動に対する意識に変化が見られています。
残りの活動期間が半年となりましたが、引き続き
シンガトカ病院の病院環境改善に努めていきま
す。




